資料 (しりょう)１
第 (だい)１回 (かい)意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)部会 (ぶかい)での意見 (いけん)について
１　計画 (けいかく)策定 (さくてい)に関する (かん　　　　)事項 (じこう)
	意 (い)　見 (けん)
	対応 (たいおう)方法 (ほうほう)（案 (あん)）

	○　点訳 (てんやく)・音訳 (おんやく)に加 (くわ)えて、代筆 (だいひつ)・代読 (だいどく)サービス (さーびす)を文言化 (もんごんか)し推進 (すいしん)すべき。
	計画 (けいかく)（素案 (そあん)たたき台 (だい)）の「意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)」の項 (こう)で、多様 (たよう)な意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)手段 (しゅだん)の例 (れい)として、代筆 (だいひつ)・代読 (だいどく)を記載 (きさい)。

	○　遠隔 (えんかく)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)を推進 (すいしん)すべき。
	計画 (けいかく)（素案 (そあん)たたき台 (だい)）の「意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)」の項 (こう)で、遠隔 (えんかく)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)の推進 (すいしん)について記載 (きさい)。

	○　「選挙 (せんきょ)への配慮 (はいりょ)」の項 (こう)が、他 (ほか)の項目 (こうもく)と比 (くら)べて、唐突 (とうとつ)な感 (かん)じを受 (う)ける。

	計画 (けいかく)（素案 (そあん)たたき台 (だい)）の推進 (すいしん)項目 (こうもく)としては削除 (さくじょ)。元々 (もともと)あった取組 (とりくみ)内容 (ないよう)については、計画 (けいかく)（素案 (そあん)たたき台 (だい)）の、他 (ほか)の取組 (とりくみ)内容 (ないよう)に盛 (も)り込 (こ)むことで対応 (たいおう)。
※　候補者 (こうほしゃ)情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)は、「意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)」の「情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)の推進 (すいしん)」へ移行 (いこう)
[bookmark: _GoBack]※　投票 (とうひょう)環境 (かんきょう)の改善 (かいぜん)は、「自立 (じりつ)と社会 (しゃかい)参加 (さんか)の促進 (そくしん)・取組 (とりくみ)定着 (ていちゃく)」の「社会 (しゃかい)参加 (さんか)の促進 (そくしん)」へ移行 (いこう)　　　

	○　選挙 (せんきょ)の場 (ば)（投票所 (とうひょうじょ)）での意思 (いし)疎通 (そつう)支援者 (しえんしゃ)の同伴 (どうはん)。
	趣旨 (しゅし)については、計画 (けいかく)（素案 (そあん)たたき台 (だい)）の「意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)」の「情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)の推進 (すいしん)」の内容 (ないよう)に含 (ふく)める。

	○　知事 (ちじ)・道議 (どうぎ)会議員 (かいぎいん)選挙 (せんきょ)で、手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)及び (およ　　)字幕 (じまく)等 (とう)の情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)が必要 (ひつよう)。
	趣旨 (しゅし)については、計画 (けいかく)（素案 (そあん)たたき台 (だい)）の「意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)」の「情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)の推進 (すいしん)」の内容 (ないよう)に含 (ふく)める。



２　個別 (こべつ)の事業 (じぎょう)に関 (かん)する要望 (ようぼう)等 (とう)
	意 (い)　見 (けん)
	回 (かい)　答 (とう)

	○　手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)設置 (せっち)事業 (じぎょう)
設置 (せっち)手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)の減員 (げんいん)について
	令和 (れいわ)元年 (がんねん)８月 (がつ)の「北 (ほっ)海 (かい)道 (どう)聴 (ちょう)覚 (かく)障 (しょう)がい者 (しゃ)情報 (じょうほう)センター (せんたー)」の開設 (かいせつ)に伴 (ともな)い、振興局 (しんこうきょく)の設置通 (せっちつう)訳者 (やくしゃ)を「ブランチ (ぶらんち)」として位置 (いち)づけ、令和 (れいわ)６年度 (ねんど)までに体制 (たいせい)を見直 (みなお)すことで、北海道 (ほっかいどう)ろうあ連盟 (れんめい)と合意 (ごうい)していたものです。

	○　要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)の配置 (はいち)
　　手話 (しゅわ)通訳員 (つうやくいん)に加 (くわ)え、要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)を配置 (はいち)して欲 (ほ)しい。
	国 (くに)の補助 (ほじょ)事業 (じぎょう)では、手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)の設置 (せっち)のみが対象 (たいしょう)とされており、要約 (ようやく)筆記 (ひっき)が必要 (ひつよう)な方 (かた)には、その都度 (つど)、個別 (こべつ)に対応 (たいおう)させていただくこととしています。

	○　盲 (もう)ろう者 (しゃ)通訳 (つうやく)・介助員 (かいじょいん)派遣 (はけん)事業 (じぎょう)
・　利用 (りよう)上限 (じょうげん)時間 (じかん)の撤廃 (てっぱい)
・　通訳 (つうやく)・介助員 (かいじょいん)の地域 (ちいき)偏在 (へんざい)の解消 (かいしょう)
	利用 (りよう)時間 (じかん)については、やむを得 (え)ない事情 (じじょう)等 (とう)により派遣 (はけん)が必要 (ひつよう)と認 (みと)める場合 (ばあい)は、上限 (じょうげん)を超 (こ)えた利用 (りよう)も認 (みと)めているところです。
上限 (じょうげん)の撤廃 (てっぱい)及 (およ)び養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)の地方 (ちほう)開催 (かいさい)には、予算 (よさん)議論 (ぎろん)も伴 (ともな)うことから、委託先 (いたくさき)団体 (だんたい)等 (とう)とも協議 (きょうぎ)し検討 (けんとう)します。

	○　要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)派遣 (はけん)事業 (じぎょう)
・　派遣 (はけん)依頼 (いらい)に係 (かか)る窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)
・　要約 (ようやく)筆記 (ひっき)の広域 (こういき)利用 (りよう)の促進 (そくしん)

	要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)の派遣 (はけん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)が進 (すす)まない要因 (よういん)として、担 (にな)い手 (て)の不足 (ふそく)や地域 (ちいき)偏在 (へんざい)などの課題 (かだい)が考 (かんが)えられることから、昨年度 (さくねんど)から、札幌 (さっぽろ)とそれ以外 (いがい)の地域 (ちいき)で養成 (ようせい)講座 (こうざ)の開催 (かいさい)を行 (おこな)うなどして、順次 (じゅんじ)、不在 (ふざい)地域 (ちいき)の解消 (かいしょう)に努 (つと)めるとともに、ＳＮＳ (えすえぬえす)を通 (つう)じて、要約 (ようやく)筆記 (ひっき)の利用者 (りようしゃ)の周知 (しゅうち)に努 (つと)めているところです。

	○　手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)養成 (ようせい)事業 (じぎょう)
　　難聴者 (なんちょうしゃ)・中途失聴者 (ちゅうとしっちょうしゃ)に対応 (たいおう)するため、要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)を配置 (はいち)した手話 (しゅわ)講習会 (こうしゅうかい)を開催 (かいさい)して欲 (ほ)しい。
	手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)養成 (ようせい)事業 (じぎょう)は、意思 (いし)疎通 (そつう)支援者 (しえんしゃ)を養成 (ようせい)するものであり、意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な方 (かた)の学習 (がくしゅう)を提供 (ていきょう)するものではないため、道 (どう)としての対応 (たいおう)は難 (むずか)しいところです。

	○知事 (ちじ)記者 (きしゃ)会見 (かいけん)
　同時 (どうじ)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)に加 (くわ)え、字幕 (じまく)・要約 (ようやく)筆記 (ひっき)をつけて欲 (ほ)しい。
	知事 (ちじ)記者 (きしゃ)会見 (かいけん)は、総合政策部知事室広報広聴課 (そうごうせいさくぶちじしつこうほうこうちょうか)が所管 (しょかん)のため、要望 (ようぼう)の趣旨 (しゅし)を伝 (つた)えます。



1

